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農業労働者 16 1 17 13 一 13
















































































1949／50年度 1950／51年度 1951／52年度 1950／51年慶











































































規模（ha＞ 地片数 総醗鄭a＞ 比率％
一
〇．5 10 4．35 2．7
0．5－L5 17 13．85 8．婆
1．0－1．5 14 18．50 1L3
1．5－2．0 13 23．85 14．6
2．0－2．5 14 30．93 18．8
2．5－3．0 10 28．27 17．2
3．0一爆．0 3 10．5ヱ 6．婆
4．0－5．0 3 14．10 8．6
5．0－6．0 2 11．64 7．1
8．0－9．0 1 8．11 4．9





























1949／50 1950／51 1951／52 1950／51
冬　　　　穀　　　　　物 43．6 38．2 38．8 44．0
夏　　　　穀　　　　　物 11．4 15．8 14．0 10．4
（穀　　　　物　　　　計） （55．0＞ （54．0＞ （52．8） （5護。4）
豆　　　≡矯≡｛　。　学由　　　料　　　季直　　　物 6．8 7．5 7．4 9．6
野　　　　　　　　　　菜 3．4 L9 3．2 2．5
じ　　ゃ　　が　　い　　も 16．5 16．6 16．4 15．2
甜　　　　　　　　　　菜 11．2 U．0 12．6 9．6
飼　　　料　　　根　　　菜 2．5 3．2 3．0 2．3
（根　　　　莱　　　　計） （30．2） （30．8） （32．0） （27．1）
飼　　　　料　　　　Ackerfutter 4．6 5．8 4．6 6．4
耕　　　地　　　合　　　計 100．0 100．0 100．0 100．0
冬　　　　　　　　其月　　　　　　　｝琶コ　　　　　　　イ乍
3．9 4．1 荏．2 0．8
W隻臓terzwischenfru・ht
穀物作等混作U獄tersaaten 0．6 1．4 1．5 …
穀物後作Stoppelsaaten 2．0 1．6 3．7 5．6

























































5－20ha層 2〔ト50ha 5－20ha層 2昼一50熱 5－20ha層 20－50k＆






























































































































合　　　　計　　　（AK） 4．0　100，0 3．6　100．0 3．6　100．0 8。2　100，⑪














































































































































1949／50 50－51 51／52 1950／51 （没載大経営）
冬　小　麦 3L4 26．8 33．0 29．0 30．0
冬ライ麦 25．6 23．2 25．2 24．0 28．0
冬　大　麦 26．9 26．1 32．1 29．0 30．0
夏　小　麦 … 36．0 一 一 一
夏　大　麦 20．9 27．2 27．2 25．0 30．0
え　ん　麦 22．4 30．0 31．9 27．0 28．0
穀物混作 24．0 26．6 29．7 … …
笠　　　類 18．0 14．6 12．8 16．0 一
じゃがいも 188．7 202．6 1荏6．5 180．0 210．0
甜　　　菜 231．2 356．1 299．1 300．0 320．0
飼料根菜 482．6 468．8 425．5 400．0 一










































































































穀　　　　　　物 105．6　　　8．4 109．5　　10．2 136．0　　　9．3
豆類・油料植物 32．3　　　2．6 27．6　　　2．5 33．4　　　2，3
じ　ゃ　が　い　も 24．2　　　1．9 77。3　　　7．1 77．9　　　5，3
雄　　　　　　菜 88．7　　　7．1 124，1　　　11．3 140．6　　　9，7
野　　　　　　　菜 37．9　　　3．0 26．7　　　2．4 44．6　　　3．1
その他耕種作物 45．6　　　3．6 12．4　　　L1 14．2　　　1．0




牛　　　販　　　売 58．7　　　4。6 66㌔3　　　6．0 75．5　　　5．2




豚　　　販　　　売 247．8　　19．7 185．4　　16。9 292．8　　20。2
仔　豚　販　亮 44．7　　　3．6 16．5　　　1。5 56。8　　　3．9
鶏　　　・　　　卵 7．4　　　0，6 16，4　　　L5 26．7　　　L8
その他畜産物 0　　　　0 3．4　　　0．3 L7　　　0．1
畜　産　物　計 465．1　　　37．0 396．2　　36．1 648．8　　44．6
そ　の　他　販　売 82．9　　　6．6 8．0　　　0．7 15．4　　　L1
保　有　物　変　化 十211．1　十16．9 十166．3　十15．1 十144。6　　十9．9
慮家消費・自家飼料 162．0　　12．9 150．7　　13．7 200．0　　13。7









































種 子 ● 苗 代 17．1 7．0 59．5 13．0 81．2 15．1
化 学 肥 料 代 39．8 16．4 72．9 16．0 90．1 16．8
飼 料 代 12．8 5．3 9．2 2．0 28護 5．3






、 費 ユ3．1 5．4 27．6 6．0 27．6 5．1
M A S 賃 料 7．6 3．1 14．5 3．2 24．6 4．6
建物・ 機械器異等維待費 43．6 17．9 55．8 12．2 62．8 1L7
賃金 ・ 社
ム
訟 保障 費 48．0 19．7 59．9 13．1 60．3 1L2
そ の 他 25．3 10．荏 42．0 9．2 婆8．2 9．0
利 子 25．2 10．3 28．0 6．1 27．5 5．1




資 計 243．5 100．0 喋57．0 100，．0 536．7 100．0
（出戸斤〉　　｝1．Spr量ewal（圭，　a，　a，0．，　S．62a．
6G　一
の新農民は総額5，300～16，762マルク、農用地欝a当り579～1，831マルクの長期信用借入をおこな
っていた。）
以上の農業粗牧入および費用にもとずいて算撮されたのが農業粗所得Bruttoeinkommenである。
（第1難一5表）
第III－5衷　農業粗所得（マルク）　（5－2蝕a層について）
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農業糧所得
農胴地1ha編り
家族労働力1人当り
労働蒋間1時關豪1）
1949／50 50／51 51／52
1，255．4 1，098．8 1，喚55．5
2婆3．5 457．0 536．7
19．4 41．6 36．9
1，0U．9 641．8 918．8
2，592．7 1，915．7 2，337．2
L20 0．79 1．11
（liitiassc）　｝｛．　Spriewald，　a．　a．0．，　S．63．
新農畏経営の農業費用のなかには先行投資的な支出がしめる沈率が高い 家畜購入費など
ために、また経営集約化の上昇に照癒して費嗣の粗収入にたいする比率が1950／51年度41．6％、51
／52年度36。9％と49／50年度にたいして大きく上昇している。その結果、農業粗所得（粗収入一慧を
嗣）は51／52年度には前年度と圭ヒ較すれば図復したものの悟均918．8マルク（農稽地1ha当り）で
あった。問年の家族労働力1人あたりの粗所得2337マルク、労働時間1時間あたり1．11マルクなど
をも考慮すれば、ヴェルニッツ村の新農民経営の事均的農業所得水準は、東ドイツ金閣新農民経鴬
　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹
のなかでも優れていたとされている。
〈注〉
縣）ヴェルxッツ轡の調査糸吉果は以下の諸論文で発表されている、
　①　Pr・f．　Dr，30achim　Senfie・vald，　Die　Entwicklung　der　Neubauernbetriebe　im　Beispielsd・rf　Wernitz，　in　：
　　Die　deutscheLa籍dw三rtschaft，　Nr．11．1952，　SS．572－576．
　　　これは195G／51年度（1950年7弩1N　－5111z　6溺30日〉における農業欝記調査C対象13辮〉糸霞果の分析である。
　②Pr・f。　Dr．　Joachlrn　Sennewald，　OrgaRisatl・n　und　Leistungen　der　Neubauernbetriebe　im　Beispielsd・rf
　　Wernitz　im　W圭rtschaftsjahr　1951／52，　in：Wissenschaftliche　Zeltschrift　der　Hu［nboldt・URiversittit　zu
　　Berlin，　Jg．1玉1952／53，　Mathematisch・naturwissenschaftliche　Reihe　Nr．5，　SS．85－89．
　　　これはうえの①論文につづいて195i／52年度の農業欝言己綱査（対象15｝1：fli＞結果の分析である。
　③Dr．　agr．　Gerhard罎韮ler，　Die　betrlebswirtschaftllchen　Verh田tnisse　ln　21　kleinbauerlichen　Betrieben
　　des　Beispielsdorfes　Wernitz，　Kreis　Osthavelland，　unter　Bergcksichtigung　der　Zusammenarbeit　mit　der
　　MAS，　in：Wissenschaξtliche　Zeitschrift　der｝至umbo】dt・Universi蹴zu　Berlin，　Jg．　III　1953／54，
　　Mathematisch・naturw三ssenschaftliche　Re三he　Nr．2，　SS．177－218．
　　　これはうえの簿紀調査結果とは別個に1949－51年，（暦年〉の3ヵ年にわたっておこなわれた｛剛｝1調査結果の分
　　析である。ほぼ全戸が調盗婿象となったが蓄続議度の高い21戸が分析対象とされている。なお土地改革による没収
　　農場の経鴬構造についての紹介が添附されている。
　④　Dr．　agr．　Korst　Spriewald，　Die　Entwicklung　des　NeubauerRdorfes　Wernitz　von　der　Bodenreforrn　bls
　　zum　vol韮genossensc熱aftlichen　Dorf三n　betriebswirtschaftl三cher　Binsicht，　Habllitationsschrift　Humboldt・
一　61一
　　Univers三tat　zu　Berlin，　Ber1三n　1962．
　　　これは諭文表題にみられるとおり、1％9年にはじまる簿記調査結果を王960年まで追跡したもので、1951／52年
　　度については大農経営の経営構遺をも比較分析している。
（2）ヴェルニッツ村はベルリーンの顯方約2舷mに位潰し、郡都ナウエンNauenには6kmと、近郊農村として立地条
　件にはめぐまれている。人口は1939年280人、1950年には移1主暫の増加で540入にふくれあがった。標高33－45m、
　耕地の肥沃度は巾位（Ackerzahlenは24　一一　68＞、年間事均気温82℃、’｛z均雨量522m鵬．　Vgl．　G．　MUIIer，　a。　a．0．，
　SS．179～181．
　　なおヴェルニッツ村の土地改革についてはG．魑翻er論文に依拠している。
（3）　Vgl。　G．　Mifller，　a．　a．0．，　S．182f．
（4）　H．D6ring，　Von　der　Bodenreform　zu　den　Landwirtschaf£lichen　ProduktionsgeRossenschaften，　Berlin
　1953，S．105
（5＞　G．Mifller，　a．　a．0．，　S．182．
（6）ZKEとは牽・｝｛力換算単位Zugkraftelnheit，甲級の重量の馬を1．00とし、たとえば牛は0．50、乳牛0．20などの換
　算攣である。　Vgl．　Brockhaus　abc　Landsvirtschaft，　Leipzig　1974，　S．1262．
（7）　G．MUIler，　a．　a．　O．，　S．179．
（8）農産物蔀分供嶺制については次を参照。
　　Werner　Linek，　Dle£ntwicklung　von　Erfassung　und　Aufkauf　landwirtschaftlicher　Erzeugnisse　in　der
　DDR，　Ber］in　1965．
（9）　VgL　G．　Mtiller，　a．　a．　e．，　S．186．
（10）以下は荊掲｝｛．Sprlewald論文による。
（11）　G．MUIIer，　a．　a．0．，　S．199．
（12｝　Ebenda，　S．199．　　　　　　　　’
（13）　H．Spriewald，　a．　a。　O．，　S．33．
（14）GVとは大家蓄換算単位Groβviehei紬elt．生ぐ本重500kgをlGVとする。
（15）　K。Spriewald，　a．　a．　O．，　S、22f．
（16）　G．蟹麺1韮er，　a．　a。0．，　S．207f．
（17）　H．Spriewald，　a．　a．0．，　S，40f．
（18）もちろん、小稿にかかげた経営結果は新農民経営の’F均数値であって、それは腎；三均的経営像のスケッチにほかな
　らない。すでに東ドイツの研究者も指摘しているように、1950年代初頭には新農疑経営の全f本としての経営安定化
　とならんで階層分化傾向も顕著になりつつあった。とくにヴェルニッツ村においては畜産部門の拡大をてこにして
　集約化が薗進したこともあって、新農民経営麟内部にあっては、し吟勾的な経営構造の分析では聞題の本質をさぐれ
　ないほど経営間の格差が発生しつつあったと考えられる。注Wl）で紹介してProf，3．　Sennewaldの2つの論文はこ
　の闘の事情を示している。いずれ稿をあらためて検討したいD
（1977．　6．　25）
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